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昨
年
末
の
衆
院
選
で
安
倍
首
相
は
、

「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
継
続
」
が
争
点
と

訴
え
た
。
選
挙
戦
最
中
の
世
論
調
査

で
、
自
民
党
３
０
０
議
席
獲
得
と
報
道

さ
れ
て
か
ら
、「
集
団
的
自
衛
権
行
使
容

認
」「
原
発
再
稼
働
」
な
ど
に
つ
い
て
主

張
し
た
が
、
そ
れ
が
争
点
と
な
ら
ず
、

与
党
が
勝
利
し
た
。「
国
民
の
信
頼
を
得

た
」
と
し
て
、
次
期
参
院
選
で
の
伸
び

を
視
野
に
、原
発
再
稼
働
や
、集
団
的
自

衛
権
を
含
む
、「
憲
法
改
正
」
に
む
け
進

め
る
と
言
い
出
し
た
。
こ
れ
に
負
け
ず

統
一
自
治
体
選
挙
で
必
ず
勝
利
し
、
参

院
選
に
む
け
全
力
で
取
り
組
も
う
。

道議会議員組織内推せん候補予定者（2014年12月24日現在）

〝
道
政
奪
還
〞活
力
あ
る
北
海
道
に

リ
ベ
ラ
ル
勢
力
を
拡
大
し
よ
う
！

新年号紙面

新
地
本
四
役
・
忙
中
余
話

「
お
い
し
い
も
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
」

２
０
１
４
年
を
ふ
り
返
る

10
周
年
！
２
０
１
５
地
本
の
イ
チ
オ
シ

４

面

２

３

面

な
ら
な
い
。
今
の
政
治
勢
力

は
「
一
強
他
弱
」
で
あ
り
、

こ
の
状
況
を
変
え
る
た
め
、

統
一
自
治
体
選
挙
で
、
民
主

党
を
中
心
と
す
る
「
中
道
」

「
リ
ベ
ラ
ル
」
勢
力
を
拡
大

し
、
地
方
か
ら
基
盤
を
つ
く

る
た
め
、
自
治
労
北
海
道
本

部
が
推
せ
ん
す
る
全
候
補
予

と
連
携
を
は
か
れ
る
勢
力
の

拡
大
を
め
ざ
し
、
民
主
的
な

地
方
自
治
の
発
展
と
地
域
力

を
高
め
る
チ
ャ
ン
ス
だ
。

　

安
倍
政
権
は
、
長
期
政
権

へ
の
足
場
を
固
め
、「
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
」
を
継
続
し
、
憲
法

改
正
も
視
野
に
入
れ
て
い

る
。
安
倍
首
相
は
、
経
済
成

長
戦
略
の
た
め
、
金
融
緩
和

と
、
公
共
事
業
を
中
心
と
す

　

北
海
道
知
事
選
挙
の
た
た

か
い
は
、「
理
念
な
き
リ
ー
ダ

ー
の
迷
走
と
空
白
の
12
年

間
」
を
取
り
戻
し
、
市
町
村

と
手
を
携
え
て
活
力
あ
る
北

海
道
を
つ
く
る
た
め
の
ス
タ

ー
ト
で
あ
る
。
同
時
に
行
わ

れ
る
道
議
会
議
員
選
挙
は
、

道
議
会
に
お
け
る
第
一
党
を

め
ざ
す
も
の
だ
。
市
町
村
長
、

議
会
議
員
選
挙
も
、
私
た
ち

　

今
年
は
、
道
政
奪
還
を
め
ざ
す
た
め
の
北
海
道
知
事

選
挙
を
頂
点
と
す
る
、
第
18
回
統
一
自
治
体
選
挙
が
あ

る
。
自
治
労
北
海
道
本
部
は
、
民
主
的
な
地
方
自
治
の

推
進
と
発
展
、
政
治
勢
力
の
拡
大
で
制
度
・
政
策
要
求

の
実
現
性
を
高
め
る
こ
と
、
民
主
党
を
中
心
と
す
る
リ

ベ
ラ
ル
勢
力
を
拡
大
し
て
積
極
的
に
政
治
闘
争
を
推
進

す
る
こ
と
を
昨
年
の
第
56
回
定
期
大
会
で
確
認
し
た
。

る
旧
来
型
の
景
気
対
策
を
重

視
し
て
お
り
、
勤
労
者
の
生

活
は
改
善
し
て
い
な
い
状
況

だ
。「
国
家
公
務
員
の
給
与
制

度
の
見
直
し
」
を
地
方
公
務

員
に
も
波
及
さ
せ
た
。
地
方

自
治
を
後
退
さ
せ
、
公
務
員

労
働
者
を
敵
視
す
る
政
策
を

進
め
て
い
る
。
多
く
の
自
治

体
で
は
少
子
高
齢
化
や
人
口

減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら

ず
、
行
財
政
制
度
や
社
会
保

障
制
度
の
見
通
し
が
つ
か
な

い
状
況
だ
。
市
場
原
理
や
規

制
緩
和
な
ど
に
よ
る
「
徹
底

し
た
新
自
由
主
義
」に
よ
り
、

非
正
規
労
働
者
の
増
加
、
労

働
者
の
所
得
減
少
、
地
域
社

会
の
疲
弊
と
格
差
な
ど
社
会

全
体
に
不
安
や
不
満
を
も
た

ら
し
て
い
る
。
雇
用
・
労
働

政
策
、
社
会
保
障
な
ど
「
生

活
者
」「
働
く
者
」
の
立
場
に

立
っ
た
政
策
実
現
に
む
け
、

取
り
組
み
を
進
め
な
け
れ
ば

定
者
の
勝
利
を
勝
ち
取
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

来
年
の
参
議
院
選
挙
を
視

野
に
入
れ
、「
集
団
的
自
衛
権

行
使
容
認
」「
原
発
再
稼
働
」

な
ど
の
阻
止
に
む
け
、
全
組

合
員
が
結
集
し
、
政
治
闘
争

の
強
化
を
は
か
ろ
う
。

未

羊
質
虎
皮（
よ
う
し
つ
こ
ひ
）
　

今
年
は
未
年
。
羊
質
虎
皮
（
よ
う
し
つ
こ

ひ
）
と
い
う
こ
と
わ
ざ
が
あ
る
。「
外
見
だ
け

は
立
派
だ
が
、
そ
れ
に
実
質
が
伴
っ
て
い
な
い
こ
と
」
の
た
と
え
。
安
倍
政
権
そ
の
も

の
を
現
し
て
い
る
よ
う
だ
。
こ
れ
以
上
国
民
の
声
を
無
視
し
、
暴
走
す
る
政
治
を
許
し

て
は
な
ら
な
い
。
政
治
を
変
え
る
手
段
は
選
挙
し
か
な
い
。
統
一
自
治
体
選
挙
に
勝
利

し
、
国
民
が
主
役
の
政
治
を
取
り
戻
す
第
一
歩
に
し
よ
う
！

怯ひ

る

ま
ず
た
た
か
お
う

自
治
労
北
海
道
本
部

執
行
委
員
長山

上　

潔

迎春

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
中
、
道
本
部
運
動
の

前
進
の
た
め
に
奮
闘
い
た
だ

い
た
、
組
合
員
・
家
族
・
退

職
者
の
皆
さ
ん
に
、
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

特
に
、
12
月
14
日
に
行
わ

れ
た
衆
院
選
は
、
自
治
労
組

織
内
・
協
力
議
員
で
逢
坂
誠

二
さ
ん
と
佐
々
木
隆
博
さ
ん

の
当
選
を
は
じ
め
、
道
内
で

５
人
の
当
選
を
勝
ち
取
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
全
国
的
に

は
自
公
政
権
の
安
定
多
数
を

許
す
結
果
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　

今
後
、
労
働
者
保
護
法
制

の
大
幅
な
規
制
緩
和
や
、
地

方
公
務
員
人
件
費
削
減
の
強

要
が
一
層
強
化
さ
れ
、
集
団

的
自
衛
権
は
、「
戦
争
の
で
き

る
国
」
に
変
え
る
手
段
に
使

わ
れ
る
危
惧
が
強
く
な
り
ま

し
た
。
原
発
問
題
も
再
稼
働

あ
り
き
の
政
策
が
進
め
ら
れ

る
で
し
ょ
う
。

　

こ
れ
に
対
抗
す
る
に
は
、

民
主
党
を
中
心
と
す
る
政
治

勢
力
や
連
合
・
平
和
フ
ォ
ー

ラ
ム
と
連
携
し
、
今
ま
で
以

上
に
国
民
的
な
大
衆
運
動
の

構
築
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

年
明
け
早
々
、
２
０
１
５

春
闘
や
、
知
事
選
を
は
じ
め

と
す
る
統
一
自
治
体
選
挙
闘

争
が
始
ま
り
ま
す
。
私
た
ち

は
決
し
て
怯
む
こ
と
な
く
、

平
和
で
安
心
な
社
会
の
実
現

に
む
け
て
、
た
た
か
い
続
け

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

最
後
に
、
皆
さ
ん
に
と
り

ま
し
て
今
年
が
よ
り
良
い
年

に
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申

し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ

つ
と
し
ま
す
。

士別市職労から提供いただいた、サフォークランドの羊たち。士別市サフォークランドでは、観光やまちお
こしのために約1,100頭のサフォーク種めん羊が飼われています

選挙区 氏　名 単組名 年齢 区分
札 幌 市（ 中 央 区 ） 藤

ふじかわ

川　雅
ま さ し

司 札幌市職連 58歳 新　人
札 幌 市（ 東 区 ） 星

ほ し の

野　高
た か し

志 札幌市職連 62歳 現５期
札 幌 市（ 白 石 区 ） 広

ひ ろ た

田まゆみ 全道庁労連 50歳 現２期
北 広 島 市 小

こ い わ

岩　　均
ひとし

北広島市職労 55歳 新　人
旭 川 市 木

き む ら

村　峰
みねゆき

行 全道庁労連 65歳 現４期
上 川 総 合 振 興 局 北

きたぐち

口　雄
ゆうこう

幸 士別市職労 60歳 現２期
帯 広 市 調　整　中
室 蘭 市 滝

たきくち

口　信
のぶよし

喜 室蘭市職労 67歳 現５期
苫 小 牧 市 沖

お き た

田　清
き よ し

志 苫小牧市職労 50歳 現１期
胆 振 総 合 振 興 局 田

た む ら

村　龍
りゅうじ

治 胆振地方本部 62歳 現３期
空 知 総 合 振 興 局 稲

いねむら

村　久
ひ さ お

男 砂川市職労 60歳 現２期
函 館 市 職 労 高

たかはし

橋　　亨
とおる

函館市職労 60歳 現３期
渡 島 総 合 振 興 局 笹

さ さ だ

田　　浩
ひろし

八雲町職労 53歳 現１期
オホーツク総合振興局 日

く さ か

下　太
た ろ う

朗 津 別 町 職 67歳 現４期

2015年
元旦未

全日本自治団体労働組合
北海道本部

〒060-0806　札幌市北区
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今年で10周年！特別賞品あります！ 応募方法

新
春
メ
ッ
セ
ー
ジ
組
織
内

政
策
協
力
国
会
議
員

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
非
正

規
雇
用
問
題
、
労
働
規
制
ル
ー

ル
の
堅
持
、
大
企
業
優
先
の
経

済
政
策
の
是
正
、
平
和
の
取
り

組
み
等
々
、
課
題
山
積
で
す
。

　

わ
た
し
も
精
一
杯
、
頑
張
る

決
意
で
す
。

　

自
治
労
の
仲
間
の
み
な
さ

ん
、
と
も
に
た
た
か
い
ま
し
ょ

う
！

で
、
国
政
復
帰
を
果
た
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
私
の
政
治
原

点
は
「
生
活
者
・
現
場
・
ふ
る
さ

と
」
に
あ
り
、
取
り
戻
す
ス
タ

ー
ト
の
年
で
す
。
思
い
切
り
国

政
に
ぶ
つ
け
て
い
く
決
意
で

す
。

　

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

昨
年
末
の
衆
議
院
選
は
、
一

強
を
許
す
結
果
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
地
方
再
生
、

　

昨
年
末
の
衆
院
選
で
、
自
治

労
の
皆
様
の
力
強
い
ご
支
援

ね
。
そ
れ
で
も
北
海
道
で
は

反
転
攻
勢
の
き
っ
か
け
と
な

る
た
た
か
い
で
し
た
。
全
国

的
に
も
政
治
を
変
え
よ
う
と

い
う
思
い
が
結
集
し
た
と
思

い
ま
す
。
議
席
差
ほ
ど
支
持

の
差
は
あ
り
ま
せ
ん
。
気
合

を
入
れ
て
た
た
か
う
１
年
に

し
ま
し
ょ
う
。

　

昨
年
に
増
し
て
深
刻
な
新

年
の
幕
開
け
と
な
り
ま
し
た

え
さ
き
　
た
か
し

参
議
院
議
員

あ
い
は
ら
く
み
こ

さ
さ
き
　
隆
博

参
議
院
議
員

衆
議
院
議
員
（
政
策
協
力
）

に
よ
っ
て
２
年
ぶ
り
に
国
政

に
復
帰
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

こ
の
２
年
間
、
自
治
労
の

皆
様
に
は
、
何
か
と
ご
心
配

を
頂
き
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
安
倍
政
権
の
暴
走

を
止
め
る
た
め
、
全
力
で
戦

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

昨
年
末
の
衆
院
総
選
挙

で
、
多
く
の
方
々
の
ご
支
援

お
お
さ
か
　
誠
二

衆
議
院
議
員

後志本部

上川道本部

す
べ
て
の
働
く
も
の
の
処
遇

改
善
■
２
０
１
４
国
民
春
闘

討
論
集
会
＝
１
月
10
日

「
戦
争
さ
せ
な
い
」
意
志
を
拡

げ
よ
う
■
戦
争
を
さ
せ
な
い
北

海
道
委
員
会
設
立
＝
４
月
12
日

「
給
与
制
度
の
総
合
的
見
直
し
」

絶
対
阻
止
！
■
道
本
部
第
１
１

８
回
中
央
委
員
会
＝
２
月
６
日

『
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
』
格
差
社
会
の

進
行
、
暴
走
す
る
政
治
■
第
85

回
全
道
メ
ー
デ
ー
＝
５
月
１
日

「
給
与
制
度
見
直
し
」
反
対
３
千
人

が
結
集
■
２
０
１
４
春
季
生
活
闘

争
３
・
20
中
央
集
会
＝
３
月
20
日

戦
争
を
し
て
は
い
け
な
い
！
■

「
戦
争
を
さ
せ
な
い
全
国
署
名
」

１
７
５
万
筆
を
提
出
＝
６
月
12
日

見
過
ご
す
な
！
戦
後
最
大
の
反

則
＝
「
戦
争
を
さ
せ
な
い
大
集

会
」
に
５
５
０
０
人
＝
６
月
28
日

給
与
制
度
の
総
合
的
見
直
し
強
行
、
月

例
給
・
一
時
金
７
年
ぶ
り
プ
ラ
ス
改
定

■
２
０
１
４
人
事
院
勧
告
＝
８
月
７
日

原
発
は
『
政
府
の
イ
ン
チ
キ
』
■

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
再
稼
働
！
さ
よ
う
な
ら

原
発
北
海
道
集
会
＝
10
月
４
日

会
長
代
行
に
山
上
委
員

長
■
連
合
北
海
道
第
27

年
次
大
会
＝
10
月
29
日

組
織
内
・
協
力
衆
議
２
議

席
確
保
■
第
47
回
衆
議
院

議
員
選
挙
＝
12
月
14
日

政
治
勢
力
結
集
し
安
倍
政
権

打
倒
■
道
本
部
第
56
回
定
期

大
会
＝
９
月
25
日
～
26
日

集
う
力
、
北
の
大
地
に
■
第
28
回

全
国
野
球
大
会
（
札
幌
市
・
江
別

市
開
催
）
＝
９
月
５
日
～
７
日

世相を象徴する漢字は「税」

2014年をふり返る
　安倍政権は７月に集団的自衛権行使容認を閣議決定し歴史的暴
挙に及ぶ。憲法改正をはじめ戦後最大の平和危機。労働者派遣法
の改悪で、労働者の雇用・労働条件はさらに悪化。12月の衆院
選で逢坂誠二を含む協力議員２議席を奪取するも、海江田民主党
代表が議席を失うなど、全国的には厳しい結果となる。

全
日
本
自
治
団
体
労
働
組
合
北
海

道
本
部

（
自
治
労
北
海
道
本
部
）

 

執
行
委
員
長　

山
上　
　

潔

 

外
役
職
員
一
同

財
団
法
人
北
海
道
自
治
労
会
館

 

理
事
長　

山
上　
　

潔

 

外
役
職
員
一
同

※
道
本
部
特
別
執
行
委
員

全
日
本
自
治
団
体
労
働
組
合

 

書
記
長　

川
本　
　

淳

 

中
央
執
行
委
員　

石
上　

千
博

       

〃　

     

岸　

真
紀
子

       

〃　

     

西
村　

正
樹

特
別
中
央
執
行
委
員

連
合
本
部
生
活
福
祉
局
長

 

平
川　

則
男

全
労
済
職
域
事
業
本
部
専
務
執
行

役
員

 

友
利　

一
男

自
治
労
サ
ー
ビ
ス
代
表
取
締
役

 

金
田　

文
夫

（社）
生
活
経
済
政
策
研
究
所
専
務
理

事
・
事
務
局
長

 

大
門　

正
彦

自
治
労
総
合
都
市
交
通
局
東
北
・

北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
連
絡
会
担
当

 

高
橋　
　

望

自
治
労
社
会
保
険
関
係
労
連

中
央
執
行
委
員
長　

芳
賀　

直
行

連
合
北
海
道
事
務
局
長

 

出
村　

良
平

連
合
北
海
道
執
行
委
員

 

永
田　

重
人

道
平
和
運
動
フ
ォ
ー
ラ
ム
代
表

 

藤
盛　

敏
弘

北
海
道
労
働
金
庫
理
事
長

 

髙
柳　
　

薫

全
労
済
北
海
道
本
部
長

 

三
浦　

正
道

北
海
道
労
働
委
員
会
委
員

 

馬
場　
　

修

全
国
市
町
村
職
員
共
済
組
合
連
合

会
監
事

 

佐
々
木
修
司

公
益
社
団
法
人
北
海
道
地
方
自
治

研
究
所
常
務
理
事

 

杉
谷　

光
一

全
労
済
自
治
労
共
済
本
部
北
海
道

支
部
事
務
局
長

 

三
浦　

正
一

自
治
労
北
海
道
政
治
フ
ォ
ー
ラ
ム

 

会
長　

高
橋　
　

亨

 

参
議
院
議
員　

相
原
久
美
子

 

衆
議
院
議
員　

逢
坂　

誠
二

自
治
労
北
海
道
本
部

 

顧
問　
　
　
　

中
澤　

健
次

       

〃　

     

金
田　

誠
一

       

〃　

     

峰
崎　

直
樹

       

〃　

     

仲
野　

博
子

       

〃　

     

北
村　

英
人

       

〃　

     

森　
　
　

朗

       

〃　

     

三
輪　

修
彪

       

〃　

     

冨
山　
　

隆

       

〃　

     

大
場　

博
之

       

〃　

     

後
藤　

森
重

       

〃　

     

大
原　

義
行

       

〃　

     

田
川　

靖
一

       

〃　

     

林　
　

亮
一

       

〃　

     

佐
藤　

富
夫

       

〃　

     

古
川　

隆
之

●あて先
〒060-0806
　札幌市北区北６条西７丁目自治労会館２階
　自治労北海道本部「おいしいものプレゼント」係
●締め切り
　2015年１月23日（金）消印有効
●当選者発表
　 正解と当選者発表は「自治労北海道」2015年２月
に発行する機関紙に掲載予定

　「平和な社会」の実現に
むけて、道本部は取り組ん

【ヒント】昨年、「機関紙自治労北海道」
で良く使った言葉です。

『安倍政権の〇〇にSTOP！』

〔問題〕

今
年
も
ど
う
ぞ

 

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

2015
賀正

（応募は１組合員１応募です）

『北ワインケルナー 2013』をセッ
トで２人にプレゼント。（写真左か
ら）飯田光さん、高橋早紀さん

『積丹町自慢の味』を１人にプレゼント

『清酒・酒饅頭のじんじんセット』
を１人にプレゼント。（写真左から）
松下由惟さん、矢口敦さん

　

千
歳
市
の
特
産
品
の
ハ
ス

カ
ッ
プ
を
使
用
し
た
ワ
イ
ン

『
ハ
ス
カ
ッ
プ
千
歳
紀
行
』

と
、
千
歳
ワ
イ
ナ
リ
ー
で
製

造
さ
れ
た
『
北
ワ
イ
ン
ケ
ル

　

積
丹
町
は
海
の
幸
だ
け
で

は
な
く
山
の
幸
も
美
味
し
い

町
で
す
。

　

『
美
国
物
語
』
は
、
カ
ボ
チ

ャ
の
種
と
エ
ビ
を
の
せ
て
、

バ
タ
ー
た
っ
ぷ
り
で
焼
き
上

　

絵
本
の
里
剣
淵
町
か
ら
、

地
元
イ
チ
オ
シ
の
ｖ
ｉ
ｖ
ａ

マ
ル
シ
ェ
（
剣
淵
の
若
手
農

業
者
が
組
織
し
て
い
る
団

体
）
が
生
産
し
た
酒
米
（
彗

た
中
口
ワ
イ
ン
で
す
。

　

『
ケ
ル
ナ
ー
』
は
、
澄
ん
だ

レ
モ
ン
グ
リ
ー
ン
の
色
合
い

の
辛
口
ワ
イ
ン
で
す
。
ぜ
ひ

ご
賞
味
く
だ
さ
い
♪

た
お
酒
で
す
。

　

ど
れ
も
、
積
丹
町
で
し
か

販
売
し
て
い
な
い
、
自
慢
の

味
で
す
！
ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ

さ
い
！

届
け
し
ま
す
。
映
画
「
じ
ん

じ
ん
」
を
見
た
方
も
見
て
い

な
い
方
も
剣
淵
町
と
一
緒
に

じ
ん
じ
ん
し
ま
せ
ん
か
？
ご

応
募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

石狩
染
み
込
む
飲
み
心
地
、千
歳
の
お
す
す
め
ワ
イ
ン

積
丹
町
で
し
か
売
っ
て
な
い
、自
慢
の
味
！

「
じ
ん
じ
ん
く
る
ぜ
！
」剣
淵
町

千
歳
市
職
労

高
橋
　
早
紀

飯
田
　
　
光

ん
さ
ん
さ

剣
淵
町
職
労

松
下
　
由
惟

矢
口
　
　
敦

ん
さ
ん
さ

福
島
町
職
労

鳴
海
　
佑
華

増
川
　
瑠
衣

ん
さ
ん
さ

浜
頓
別
町
職

村
中
　
崇
宏

大
森
　
未
琴

ん
さ
ん
さ

積
丹
町
職

大
庭
　
果
南
子
ん
さ

留萌桧山日高釧根

宗谷空知網走

渡島胆振十勝

自治労北海道本部 第120回中央委員会

９：30 開会　　17：00 閉会予定

2015 ２ ６年 日 ９：00 ～受付㈮月

※会場は

北海道自治労会館５Ｆ
札幌市北区北６条西７丁目

　はがきに①～⑥を記入しご応募下さい。厳選なる抽選で、
当選者にプレゼントをお送りします。
①答え
②第１希望、第２希望のプレゼント名
③所属の単組名（自分の所属している単位組合名です）
④住所・名前・年齢・職種
⑤連絡先電話番号
⑥新年号「自治労北海道」の感想（必須）おいしいものプレゼント

2015

地本のいち
おし

５日㈪　道本部旗開き
６日㈫　第９回執行委員会（札幌市）
９日㈮　道本部春闘討論集会（～10日、札幌市）
10日㈯　道本部政治学習会（札幌市）
21日㈬　第26回労文協ﾘﾚｰ講座④（札幌市）

2015年１月

JICHIRO スケジュール

ご
用
意
し
ま
し

た
。
『
千
歳
紀

行
』
は
「
千
歳

観
光
連
盟
土
産

推
奨
品
」
と
し

て
も
知
ら
れ
て

お
り
、
香
り
豊

か
な
飲
み
口
の

さ
っ
ぱ
り
と
し

げ
て
い
ま
す
。

　

『
ほ
っ
け
の
ひ

ら
き
』
は
、
町
外

の
お
客
様
に
も
大

変
人
気
な
珍
味
で

す
。
そ
し
て
『
丹

水
』
は
、
積
丹
岳

の
伏
流
水
で
造
っ

星
）
を
使
用

し
た
『
清
酒

じ
ん
じ
ん
』

と
、
そ
の
酒

粕
を
使
用
し

た
『
酒
饅
頭

じ
ん
じ
ん
』

（
小
豆
も
地

元
産
）
を
お

黒
毛
和
牛
ハ
ン
バ
ー
グ
５
個
入
り
セ
ッ
ト
を
４
人

に
プ
レ
ゼ
ン
ト

『海産物の詰め合わせ』を２人にプレ
ゼントします。（写真左から）大森未琴
さん、村中崇宏さん

『スルメと昆布セット』を１人にプレゼント。
（写真左から）鳴海佑華さん、増川瑠衣さん

　

小
平
町
の
貴
重
な
黒
毛
和

牛
を
１
０
０
％
使
用
し
た
ハ

ン
バ
ー
グ
は
と
ろ
け
る
ほ
ど

柔
ら
か
く
、
ジ
ュ
ー
シ
ー
！

　

浜
頓
別
町
は
毛
が
に
・
鮭
・

帆
立
が
特
産
品
で
す
。
前

浜
で
獲
れ
た
鮮
度
が
自
慢

の
『
海
産
物
詰
め
合
わ
せ
』

を
産
地
直
送
で
お
届
け
し
ま

　

福
島
町
か
ら
、
健
康
食
品

と
し
て
現
在
注
目
さ
れ
て
い

る
『
ス
ル
メ
』
と
『
昆
布
』
の

安
全
か
つ
良
質
で
す
。

　

と
ろ
け
る
味
、
う
ま
み
際

立
つ
手
作
り
の
技
！
『
黒
毛

和
牛
ハ
ン
バ
ー
グ
』
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
応

募
く
だ
さ
い
！

ジ
で
は
、
美
人
の
湯
と
し
て

知
ら
れ
る 

「
は
ま
と
ん
べ
つ

温
泉
」
を
か
け
流
し
で
ご
堪

能
頂
け
ま
す
。
お
立
ち
寄
り

の
際
は
是
非
ご
利
用
下
さ
い
。

も
オ
ス
ス
メ
で
す
。

　

是
非
ご
賞
味
く
だ
さ
い
！

町
立
の
知
的
障
害
者
授
産
施

設
「
ほ
っ
ぷ
す
て
っ
ぷ
」
が

『
黒
毛
和
牛
ハ
ン
バ
ー
グ
』セ
ッ
ト

ス
ワ
ッ
ト
ン
お
す
す
め
の
一
品

福
島
町『
ス
ル
メ
と
昆
布
セ
ッ
ト
』

小
平
町
職

伊
藤
　
な
つ
み
ん
さ

手
作
り
で

引
き
出
す

肉
本
来
の

旨
味
は
、

添
加
物
を

使
わ
ず
、

調
味
料
も

控
え
め
で

す
。
町
の
マ
ス

コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
『
ス
ワ

ッ
ト
ン
』
が
お

す
す
め
の
一
品

を
ご
賞
味
下
さ

い
。
ま
た
、
ク

ッ
チ
ャ
ロ
湖
畔

に
あ
る
コ
テ
ー

セ
ッ
ト
を
ご
用

意
し
ま
し
た
！

　

福
島
町
の
ス

ル
メ
は
身
が
厚

く

味

が

濃

厚

で
、
な
お
か
つ

と
っ
て
も
新
鮮

な
の
で
味
よ
し

噛
み
ご
た
え
よ

し
！
お
や
つ
に

も
お
つ
ま
み
に

乙部町『アカシアとトチのはちみ
つ』セットを２人にプレゼント

『ブルーベリーどぶろく』をセ
ットで１人にプレゼント

『あづまジンギスカン（レギュラー）
400ｇ、（スペシャル）400ｇ、みの吉
ホルモン350ｇ、こにくちゃん400ｇ』
のセットを２人にプレゼント

　

『
お
と
べ
の
は
ち
み
つ
』

は
美
し
い
森
を
育
て
、
豊
か

な
海
を
守
る
乙
部
町
「
魚
つ

き
の
森
づ
く
り
の
会
」
が
生

産
し
て
い
る
、
風
味
豊
か
な

一
品
で
す
。
今
年
は
天
候
に

　

『
あ
し
べ
つ
だ
け
』
は
、

芦
別
産
の
も
ち
米
「
は
く
ち

ょ
う
も
ち
」
と
芦
別
市
新
城

町
の
湧
水
を
原
料
と
し
て
醸

　

胆
振
地
方
随
一
の
米
ど
こ

ろ
厚
真
町
。
道
内
外
か
ら
多

く
の
サ
ー
フ
ァ
ー
が
訪
れ
る

北
海
道
No
・
１
の
サ
ー
フ
タ

も
恵
ま
れ
、
ア
カ
シ
ア
と
ト

チ
の
蜜
も
上
等
で
た
い
へ
ん

美
味
し
い
も
の
が
出
来
上
が

り
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
ご

応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
！

り
と
し
た
飲
み
口
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
新
発
売
の
『
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
ど
ぶ
ろ
く
』
を

セ
ッ
ト
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

す
。
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
!!

達
の
大
好
物
が
『
市
原
精
肉

店
』
の
『
あ
づ
ま
ジ
ン
ギ
ス

カ
ン
』。
特
製
ダ
レ
に
漬
け

こ
ま
れ
た
分
厚
～
い
お
肉
は

「
や
み
つ
き
間
違
い
な
し
」

の
逸
品
で
す
。

造
し
た
ど
ぶ
ろ
く
で
す
。
女

性
に
も
飲
み
や
す
く
す
っ
き

ウ
ン
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
ん
な
サ
ー
フ
ァ
ー

『
お
と
べ
の
は
ち
み
つ
』セ
ッ
ト

美
味
!!『
あ
し
べ
つ
だ
け
』セ
ッ
ト

『
あ
づ
ま
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
』セ
ッ
ト

乙
部
町
職

工
藤
　
ひ
と
み
ん
さ

芦
別
市
職
労

多
田
　
都
奈
観
ん
さ

厚
真
町
職

丹
羽
　
菜
摘
ん
さ

浦河町・池田鮮魚店さんの『お魚セ
ット』を１人にプレゼント

美
幌
町
特
産
品
『
び
ほ
ろ
豚
ト
ン
セ
ッ
ト
』
を

１
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

中札内村の粋匠品『トマトジュース』を２本
セットで２人にプレゼント!!

　

浦
河
町
か
ら
、
池
田
鮮
魚

店
さ
ん
の
『
お
魚
セ
ッ
ト
』

を
お
届
け
し
ま
す
。
今
の
時

期
し
か
食
べ
ら
れ
な
い
『
し

し
ゃ
も
』
を
メ
イ
ン
に
、
鮭

　

『
豚
醤
ま
る
ま
ん
ま
』
は
、

地
元
の
高
校
で
育
て
ら
れ
た

豚
と
美
幌
産
の
米
麹
が
使
わ

れ
、
加
水
な
ど
一
切
せ
ず
に

　

「
優
し
い
食
べ
物
は
人
を

優
し
く
す
る
」
を
モ
ッ
ト
ー

に
栽
培
に
取
り
組
む
岡
本
農

合
せ
た
『
お
魚
セ
ッ
ト
』
で

す
。

　

ど
う
ぞ
、
美
味
し
く
召
し

上
が
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
よ

う
に
！

つ
き
に
な
る
美
味
し
さ
。
さ

ら
に
、
ご
飯
や
お
で
ん
、
サ

ラ
ダ
な
ど
と
の
相
性
も
ば
っ

ち
り
の
『
お
か
ず
味
噌
』
も

セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

食
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

す
。
皆
さ
ん
の
ご
応
募
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
！

豚
肉
本
来
の
旨
味
が
凝
縮
さ

れ
た
魔
法
の
調
味
料
。
美
幌

池
田
鮮
魚
店
さ
ん
の『
お
魚
セ
ッ
ト
』

美
幌
町『
び
ほ
ろ
豚
ト
ン
セ
ッ
ト
』

中
札
内
村
の
粋
匠
品『
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
』

浦
河
町
職
労

早
川
　
裕
太
ん
さ

美
幌
町
職
労

小
林
　
未
准
ん
さ

中
札
内
村
職

野
原
　
誠
司
ん
さ

を
代
表
す
る

『
銀
聖
』
ブ
ラ

ン
ド
の
鮭
の

切
り
身
と
、

鮮
度
抜
群
の

イ
カ
を
す
ぐ

に
さ
ば
い
て

干
し
た
『
イ

カ
』
で
組
み

発
オ
ホ
ー
ツ

ク

ブ

ラ

ン

ド

の

豚

肉

〝
北
斗
ポ
ー

ク
〞
を
使
用

し
た
『
豚
じ

ん
か
ん
セ
ッ

ト
』
は
、
や
み

園
。
食
べ
る

人
の
こ
と
を

想
っ
て
育
て

た
完
熟
ト
マ

ト
か
ら
作
り

上
げ
た
村
の

粋
匠
品
『
ト

マ
ト
ジ
ュ
ー

ス
』
を
今
回

特
別
に
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま

『
羅
臼
★
の
ん
べ
え
』
セ
ッ
ト
を

１
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
。（
写
真
左
か

ら
神
山
仁
志
さ
ん
、
四
屋
楓
さ
ん

『本部の品』を２人にプレゼン
ト。本部の品？（写真はイメー
ジ）を持つ川本書記長、西村、
石上、岸中執

『豆源珈琲セット』を10人
に、『浜益牛詰め合わせ』を
２人にプレゼント。写真は
山上委員長

　

羅
臼
の
海
洋
深
層
水
を
使

っ
た
焼
酎『
グ
ラ
ン
ブ
ル
ー
』

に
フ
ル
ー
ツ
フ
レ
ー
バ
ー
を

使
っ
た
も
の
が
登
場
し
ま
し

　

東
京
で
北
海
道
本
部
を
代

表
し
て
日
々
奮
闘
し
て
い
る

道
本
部
特
別
執
行
委
員
の
川

本
淳
書
記
長
、
中
央
執
行
委

　

珈
琲
問
屋
「
豆
源
」
の
珈

琲
豆
『
札
幌
ブ
レ
ン
ド
』『
ゴ

ー
ル
デ
ン
マ
ン
デ
リ
ン
』『
ア

ロ
マ
シ
ョ
コ
ラ
』
を
ご
用
意

し
ま
し
た
。「
豆
源
」の
珈
琲

は
、
収
穫
さ
れ
た
豆
の
中
で

も
特
に
良
い
も
の
を
使
用
し

ら
お
い
し
い
も
の
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
す
。
何
が
届
く
か

こ
う
ご
期
待
で
す
！
（
希
望

者
は
、
本
部
の
品
と
記
入
し

て
く
だ
さ
い
）

タ
ン
パ
ク
質
が
豊
富
に
含
ま

れ
た
ビ
ー
ル
粕
を
与
え
て
育

て
た
良
質
な
お
肉
を
ぜ
ひ
ご

堪
能
く
だ
さ
い
！
（
希
望
者

は
、「
道
本
部
の
品
」
か
「
特

別
商
品
」
ど
ち
ら
か
を
記
入

し
て
く
だ
さ
い
）

員
・
石
上
千
博
さ
ん
、
西
村
正

樹
さ
ん
、
岸
真
紀
子
さ
ん
か

『
羅
臼
★
の
ん
べ
え
』セ
ッ
ト

本
部
専
従
者
か
ら
、お
い
し
も
の
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

珈
琲
問
屋『
豆
源
の
珈
琲
セ
ッ
ト
』

10
周
年
記
念『
幻
の
浜
益
牛
詰
め
合
わ
せ
』

自
治
労
本
部

た
。
北
海
道
限
定
の
ハ
ス
カ

ッ
プ
を
は
じ
め
、
ゆ
ず
、
ピ

ン
ク
グ
レ
ー
プ
ル
ー
ツ
も
あ

り
、
女
性
に
も
お
す
す
め
で

す
。
グ
ラ
ン
ブ
ル
ー
の
ほ
か

に
も
、
お
つ
ま
み
と
し
て
召

し
上
が
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
『
海
産
物
』
も
ご
用
意

し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
ご
賞
味
く

だ
さ
い
！

て
い
ま
す
！

　

合
わ
せ
て
、『
10

周
年
特
別
賞
品
』
と

し
て
、
幻
の
熟
成
牛

『
浜
益
牛
詰
め
合
わ

せ
』
を
２
人
に
プ
レ

ゼ
ン
ト
！
繊
維
質
と

できました。さて、下記の○○に入
る言葉は？

羅
臼
町
職
労

神
山
　
仁
志

四
屋
　
　
楓

ん
さ
ん
さ
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新
年
あ
け
ま

し
て
、
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
昨
年
末
の

解
散
総
選
挙
で

北
海
道
に
お
い

て
は
支
持
・
協

力
関
係
に
あ
る

民
主
党
所
属
の
衆
議
院
議
員

５
人
が
勝
利
し
、
な
に
よ
り

も
組
織
内
・
逢
坂
誠
二
さ
ん

の
復
活
を
果
た
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
改
め
て
、
組
合

員
・
家
族
・
Ｏ
Ｂ
の
皆
様
の

懸
命
な
努
力
に
敬
意
を
表

し
、
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

し
か
し
、
安
倍
暴
走
政
治

の
継
続
を
許
す
結
果
に
な
り

ま
し
た
。
集
団
的
自
衛
権
行

使
容
認
や
原
発
再
稼
働
、
社

会
保
障
な
ど
重
大
な
問
題

を
、
格
差
の
拡
大
を
助
長
す

る
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
と
い

う
争
点
で
覆
い
隠
し
て
の
結

果
で
す
。
今
後
は
、「
戦
争
の

で
き
る
国
づ
く
り
」
へ
の
道

は
必
至
で
す
。
地
域
と
住
民

の
安
心
・
安
全
を
守
る
私
た

ち
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
に
関
わ

る
者
に
と
っ
て
こ
れ
か
ら
が

本
当
の
意
味
で
の
た
た
か
い

で
す
。
ま
ず
は
、
今
春
の
統

一
自
治
体
選
挙
で
、
私
た
ち

の
仲
間
を
首
長
、
各
級
議
会

へ
送
り
出
す
こ
と
が
重
要
で

す
。
一
つ
ひ
と
つ
の
積
み
上

げ
を
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
奮

闘
し
、
来
年
の
参
議
院
選
挙

を
展
望
し
ま
し
ょ
う
！

�

（
大
出
彰
良
）

胆
振

十
勝

日
高

網
走

檜
山

空
知

留
萌

渡
島

宗
谷

　

専
従
期
間
も
残
り
わ
ず
か
、
最
後
ま
で

気
を
抜
か
ず
運
動
を
推
進
し
て
い
か
な
け

れ
ば
！
自
分
の
こ
と
を
『
羊
の
皮
を
被
っ

た
山
羊
』
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、『
狼
』
に

な
っ
て
頑
張
り
ま
す
。
い
い
１
年
に
な
り

ま
す
よ
う
に
！

　

あ
と
３
カ
月
で
専
従
期
間
終
わ
る
!?
率

直
な
感
想
で
す
。
２
年
と
い
う
短
い
専
従

期
間
で
、
単
組
や
地
本
の
組
織
強
化
を
自

分
の
柱
と
し
て
や
っ
て
き
ま
し
た
が
、
そ

れ
が
実
と
な
る
こ
と
を
信
じ
て
い
ま
す
。

　

『
み
ん
な
の
た
め
』
に
と
東
奔
西
走
し

て
き
た
つ
も
り
で
す
が
、
私
の
残
り
時
間

も
も
う
少
し
。�

支
え
て
い
た
だ
た
皆
さ

ん
に
感
謝
で
す
。
最
後
の
最
後
ま
で
駆
け

抜
け
ま
す
。
と
も
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

委
員
長　
　

杉
本　

孝
司
（
全
道
庁
労
連
札
幌
総
支
部
）

副
委
員
長　

垣
野　

訓
男
（
札
幌
市
労
）

副
委
員
長　

榎
本　

元
樹
（
千
歳
市
職
労
・
専
従
）

委
員
長　
　

吉
井　

康
裕
（
留
寿
都
村
職
）

副
委
員
長　

村
上　
　

学
（
小
樽
市
職
労
）

副
委
員
長　

阿
部　

由
美
（
小
樽
病
職
労
）

副
委
員
長　

鈴
木　
　

泉
（
全
道
庁
労
連
後
志
総
支
部
）

副
委
員
長　

廣
田　

正
美
（
岩
内
町
職
・
女
性
枠
）

副
委
員
長　

中
村　
　

将
（
岩
内
町
職
・
専
従
）

委
員
長　
　

千
野　
　

勝
（
士
別
市
職
労
・
専
従
）

書
記
次
長　

北
本　

靖
夫
（
真
狩
村
職
）

委
員
長　
　

川
瀬　

裕
一
（
全
道
庁
労
連
留
萌
総
支
部
）

副
委
員
長　

伊
藤　

広
和
（
苫
前
町
職
）

副
委
員
長　

柿
崎　

克
之
（
遠
別
町
職
・
専
従
）

書
記
長　
　

長
能　

朋
広
（
名
寄
市
職
労
・
専
従
）

委
員
長　
　

青
木　

秀
貴
（
稚
内
市
労
連
）

副
委
員
長　

高
瀬　

孝
弘
（
枝
幸
町
職
）

副
委
員
長　

櫻
庭　
　

信
（
浜
頓
別
町
職
・
専
従
）

委
員
長　
　

川
村　

哲
也
（
函
館
市
職
労
）

副
委
員
長　

樋
口　

信
一
（
全
道
庁
労
連
渡
島
総
支
部
）

副
委
員
長　

田
島　
　

修
（
函
館
病
院
労
組
）

副
委
員
長　

角
田　

晃
教
（
函
館
市
交
通
労
組
）

副
委
員
長　

野
戸　

英
二
（
知
内
町
職
）

副
委
員
長　

小
林　
　

暁
（
七
飯
町
労
連
）

副
委
員
長　

宮
崎　
　

渉
（
森
町
職
労
）

副
委
員
長　

柴
田　

正
哲
（
森
町
職
労
・
専
従
）

委
員
長　
　

大
友　

光
晴
（
日
高
町
職
）

副
委
員
長　

星　
　

直
樹
（
全
道
庁
労
連
日
高
総
支
部
）

副
委
員
長　

住
吉　

仁
昭
（
浦
河
町
職
労
）

副
委
員
長　

森　
　

勝
利
（
新
ひ
だ
か
町
職
）

副
委
員
長　

佐
藤　

和
三
（
平
取
町
職
労
）

書
記
長　
　

大
澤　

清
一
（
様
似
町
職
・
専
従
）

委
員
長　
　

武
山　

和
史
（
斜
里
町
労
連
）

副
委
員
長　

山
田　

新
治
（
津
別
町
職
）

副
委
員
長　

安
達　

直
哉
（
小
清
水
町
職
）

副
委
員
長　

選
出
中　
　

（
北
見
市
労
連
）

副
委
員
長　

選
出
中　
　

（
北
見
市
労
連
・
職
能
評
議
会
）

副
委
員
長　

選
出
中　
　

（
全
道
庁
労
連
網
走
総
支
部
）

書
記
長　
　

森　
　

智
基
（
佐
呂
間
町
職
労
・
専
従
）

委
員
長　

田
中　

剛
己
（
足
寄
町
職
労
・
専
従
）

委
員
長　
　

石
塚　
　

豊
（
浜
中
町
職
）　

副
委
員
長　

表　
　

健
一
（
中
標
津
町
労
連
）

副
委
員
長　

春
日　

良
太
（
浜
中
町
職
）　

副
委
員
長　

戸
村
の
ぞ
美
（
中
標
津
町
労
連
）　

副
委
員
長　

浅
野　

康
敏
（
釧
路
市
役
所
ユ
ニ
オ
ン
）　

副
委
員
長　

菅
原��

雪
子
（
厚
岸
町
職
）

副
委
員
長　

選
出
中　
　

（
釧
路
市
市
役
所
ユ
ニ
オ
ン
）

副
委
員
長　

飯
山　

真
弘
（
別
海
町
職
）　

副
委
員
長　

長
谷　
　

満
（
白
糠
町
職
）

副
委
員
長　

高
橋　

麻
弥
（
全
道
庁
労
連
釧
路
総
支
部
）　

書
記
長　
　

鈴
木　

祐
太
（
羅
臼
町
職
労
・
専
従
） 

委
員
長　
　

奥
村　

大
樹
（
せ
た
な
町
職
）

副
委
員
長　

小
黒　

孝
昭
（
奥
尻
町
職
）

副
委
員
長　

久
保
田
栄
徳
（
江
差
町
職
労
）

副
委
員
長　

小
川　

雄
大
（
全
道
庁
労
連
檜
山
総
支
部
）

副
委
員
長　

北
浦　

美
雄
（
南
部
檜
山
衛
生
労
組
）

副
委
員
長　

石
井　

淳
平
（
厚
沢
部
町
職
）

副
委
員
長　

選
出
中　
　

（
上
ノ
国
町
職
）

書
記
長　
　

近
藤　

克
俊
（
今
金
町
職
）

書
記
次
長　

小
伊
勢
祐
太
（
乙
部
町
職
）

委
員
長　
　

浅
野　

幹
昌
（
芦
別
市
職
労
・
専
従
）

委
員
長　
　

高
橋　

宏
尚
（
苫
小
牧
市
職
労
）

副
委
員
長　

横
山　

貴
之
（
全
道
庁
労
連
胆
振
総
支
部
）

副
委
員
長　

生
稲　
　

隆
（
室
蘭
市
職
労
）

副
委
員
長　

高
安　
　

正
（
厚
真
町
職
）

副
委
員
長　

山
本　

晃
嗣
（
白
老
町
職
労
）

書
記
長　
　

渡
辺　
　

誠
（
厚
真
町
職
・
専
従
）

書
記
次
長　

北
口　

幸
恵
（
妹
背
牛
町
職
）

書
記
長　
　

上
山
謙
太
郎
（
恵
庭
市
職
労
）

書
記
次
長　

長
谷
川　

誠
（
国
保
連
労
組
）

書
記
次
長　

菅
原　

直
樹
（
石
狩
市
職
労
）

書
記
長　
　

佐
藤　
　

理
（
積
丹
町
職
・
専
従
）

副
委
員
長　

高
橋　

利
玄
（
音
威
子
府
村
職
）

副
委
員
長　

松
本　

将
門
（
全
道
庁
労
連
上
川
総
支
部
）

副
委
員
長　

関
澤　

博
行
（
富
良
野
市
労
連
）

副
委
員
長　

高
野　
　

尚
（
上
川
町
職
労
）

書
記
長　
　

米
田　

尚
弘
（
小
平
町
職
）

書
記
次
長　

滝
川　
　

誠
（
全
道
庁
労
連
留
萌
総
支
部
）

書
記
次
長　

沖
田　

雅
己
（
留
萌
市
労
連
）

書
記
次
長　

日
角　

健
太
（
初
山
別
村
職
）

副
委
員
長　

高
口　

博
美
（
全
道
庁
労
連
宗
谷
総
支
部
）

書
記
長　
　

野
田　

繁
実
（
中
頓
別
町
職
）

書
記
次
長　

佐
藤　

宏
樹
（
全
道
庁
労
連
宗
谷
総
支
部
）

書
記
次
長　

選
出
中　
　

（
猿
払
村
職
）

書
記
長　
　

帰
山　

淳
一
（
知
内
町
職
）

書
記
次
長　

髙
畠　
　

学
（
函
館
市
職
労
・
専
従
）

書
記
次
長　

柴
田　

和
弘
（
七
飯
町
労
連
）

書
記
次
長　

立
花　

良
行
（
美
幌
町
職
労
・
専
従
）

書
記
次
長　

選
出
中　
　

（
青
年
部
）

書
記
次
長　

選
出
中　
　

（
女
性
部
）

副
委
員
長　

小
林　
　

茂
（
全
道
庁
労
連
十
勝
総
支
部
）

副
委
員
長　

大
林　

健
一
（
帯
広
市
労
連
）

副
委
員
長　

北
原　

正
喜
（
帯
広
市
労
連
）

書
記
長　

平
山　

直
人
（
中
札
内
村
職
・
専
従
）

書
記
次
長　

久
保　

里
奈
（
中
標
津
町
労
連
）　

書
記
次
長　

松
尾　

昭
夫
（
鶴
居
村
職
労
）　

書
記
次
長　

石
塚　

員
可
（
弟
子
屈
町
職
労
）　

書
記
次
長　

大
津　

雅
弘
（
全
道
庁
労
連
釧
路
総
支
部
）　

書
記
次
長　

佐
藤
真
奈
美
（
く
し
ろ
児
童
厚
生
員
ユ
ニ
オ
ン
）

書
記
次
長　

伊
興
部
浩
輝
（
中
標
津
町
労
連
）

副
委
員
長　

中
村　

忠
裕
（
全
道
庁
労
連
空
知
総
支
部
）

副
委
員
長　

越
智　

朱
美
（
砂
川
市
職
労
）

副
委
員
長　

久
保
田
慎
二
（
深
川
市
職
労
）

副
委
員
長　

鎌
塚　
　

誠
（
滝
川
市
職
労
）

副
委
員
長　

愛
山　

智
弘
（
妹
背
牛
町
職
）

副
委
員
長　

藤
田　

岳
民
（
雨
竜
町
職
労
）

書
記
長　
　

萩
尾　

竜
司
（
北
竜
町
職
労
・
専
従
）

書
記
次
長　

長
谷
川
智
彦
（
苫
小
牧
市
職
労
）

書
記
次
長　

西
村　

和
将
（
む
か
わ
町
職
）

書
記
次
長　

鈴
木　

智
久
（
新
冠
町
職
）

石
狩

後
志

上
川

　

昨
年
同
様
に
、
全
単
組
が
統
一
指
標
に

到
達
す
る
た
め
に
「
十
勝
モ
ン
ロ
ー
」
な

闘
争
か
ら
組
織
強
化
に
む
け
頑
張
り
ま

す
。
今
後
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

４
月
に
専
従
と
な
り
、
至
ら
な
い
点
が

多
く
ご
迷
惑
を
か
け
て
お
り
ま
す
。
十
勝

の
皆
さ
ん
に
支
え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
９

カ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
今
年
は
地
本
専
従

者
と
し
て
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
で
き
る
よ
う
に

頑
張
り
ま
す
。

　

専
従
者
と
し
て
初
め
て
の
年
越
し
で
す

（
春
、
夏
、
秋
も
初
で
す
が
…
）
。
少
し

で
も
運
動
の
前
進
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、

新
し
い
年
を
迎
え
よ
り
一
層
、
気
持
ち
を

引
き
締
め
て
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

網
走
に
や
っ
て
き
て
２
度
目
の
年
越
し

で
す
。
今
年
は
、
よ
り
多
く
の
仲
間
の
声

に
耳
を
傾
け
、
運
動
の
前
進
や
課
題
解
決

に
む
け
て
微
力
な
が
ら
も
全
力
で
頑
張
り

ま
す
の
で
、
昨
年
に
引
き
続
き
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

北
海
道
新
幹
線
よ
り
も
早
く
、
あ
っ
と

い
う
間
の
９
カ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
仲
間

が
た
く
さ
ん
増
え
、
横
の
つ
な
が
り
の
大

切
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

自
治
労
運
動
推
進
の
た
め
頑
張
り
ま
す
。

　

早
い
も
の
で
専
従
期
間
も
残
り
３
カ

月
。
突
然
の
解
散
・
総
選
挙
に
よ
り
、
２

年
連
続
で
「
賃
金
問
題
＆
選
挙
」
に
直
撃

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
残
り
の
期
間
も
運

動
の
前
進
に
む
け
て
頑
張
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

専
従
と
な
り
９
カ
月
、
み
な
さ
ん
の
温

か
い
ご
指
導
で
何
と
か
乗
り
切
れ
て
い
ま

す
。
決
し
て
楽
を
し
て
い
ま
せ
ん
が
体
重

は
微
増
傾
向
。
今
年
は
余
分
な
脂
肪
を
燃

焼
し
豊
富
な
知
識
を
吸
収
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

１
年
９
カ
月
も
経
過
し
ま
し
た
。
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
迷

っ
た
り
戸
惑
っ
た
り
し
ま
し
た
が
、
多
く

の
仲
間
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
、
励
ま
し
の

言
葉
に
よ
っ
て
何
と
か
や
っ
て
こ
れ
ま
し

た
。
自
治
労
に
結
集
す
る
組
合
員
の
皆
さ

ま
に
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

２
度
目
の
専
従
も
残
り
３
カ
月
。
専
従

に
な
る
た
び
に
鹿
と
衝
突
し
て
い
ま
す
。

愛
車
と
と
も
に
無
事
に
帰
れ
る
よ
う
安
全

運
転
に
心
が
け
ま
す
。『
給
与
制
度
の
総
合

的
見
直
し
』
の
実
損
を
少
し
で
も
改
善
で

き
る
よ
う
、
単
組
指
導
を
強
化
し
、
統
一

自
治
体
選
勝
利
に
む
け
て
頑
張
り
ま
す
。

　

振
り
返
る
間
も
な
く
９
カ
月
が
過
ぎ
ま

し
た
。
新
年
を
迎
え
気
持
ち
を
新
た
に
、

運
動
が
前
進
す
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
数
カ
月
前
か
ら
三
男
坊
が

欠
か
さ
ず
『
お
疲
れ
様
で
す
』
と
迎
え
て

く
れ
ま
す
。
子
の
成
長
に
負
け
な
い
よ
う

頑
張
り
ま
す
。

　

専
従
者
と
し
て
９
カ
月
が
経
ち
、
そ
の

間
体
調
を
崩
し
管
内
単
組
・
総
支
部
の
皆

さ
ま
に
多
大
な
ご
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
い

ま
し
た
。
支
え
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
に

感
謝
し
、
役
に
立
つ
よ
う
頑
張
り
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

専
従
２
年
目
は
、
旭
川
市
長
選
挙
か
ら

総
選
挙
、
統
一
自
治
体
選
挙
と
選
挙
が
続

く
１
年
で
す
。
く
ら
し
と
地
域
を
守
る
た

め
に
は
絶
対
に
負
け
ら
れ
な
い
た
た
か
い

で
す
。
地
本
運
動
の
底
上
げ
の
た
め
、
各

単
組
と
の
連
携
を
強
化
し
精
一
杯
取
り
組

み
ま
す
！

　

自
公
の
大
勝
を
許
し
て
し
ま
っ
た
総
選

挙
。
各
自
治
体
に
も
さ
ら
に
暗
い
影
を
落

と
し
そ
う
な
予
感
。
職
場
・
地
域
の
声
を

運
動
に
転
化
し
、
統
一
自
治
体
選
に
勝
利

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
公
務
員
生

活
最
後
の
専
従
期
間
で
あ
る
こ
の
一
年
、

精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。

　

専
従
に
な
っ
て
早
や
９
カ
月
。
事
務
所

の
雰
囲
気
に
も
な
れ
ま
し
た
が
、
人
勧
関

係
、
ま
さ
か
の
衆
院
選
挙
…
い
ろ
い
ろ
あ

り
ま
し
た
。
学
ぶ
こ
と
が
多
い
で
す
が
、

組
合
員
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
成
長
で
き

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
と
も
に
頑
張
り

ま
し
ょ
う
！

　

専
従
者
と
し
て
の
あ
る
べ
き
姿
を
思
い

描
き
な
が
ら
、
一
年
間
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
満
足
の
い
く
も
の
と

な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
残
さ
れ
た
期
間
は
短

い
で
す
が
、
当
面
す
る
諸
課
題
は
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
の
で
、
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。

新地本四役

統
一
選
勝
利
！

�
職
場
・
地
域
の
声
を
運
動
に

釧
根

忙中余話

※
地
方
本
部
の
専
従
者
は
、４
月
に
も
交
代
が
あ
り
ま
す
。


